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第８章 文化財の一体的・総合的な保存と活用 
 

 

１ 関連文化財群について                                        

                                   

 

１-１ 関連文化財群の目的  

 

これまでの文化財は、主に個々の文化財を捉え、保存し、活用が進められてきました。その

ために、従来は関連性を持った周辺の文化財とは切り離して個別に捉える傾向がありました。

この状態を改善するためには、多種多様な文化財を一体的に捉える必要性がありました。 

そこで、文化庁は、平成 31 年（2019）３月に「文化財保護法に基づく文化財保存活用大綱・

文化財保存活用地域計画・保存活用計画の策定等に関する指針」において、指定・未指定に関

わらず複数の文化財を歴史文化の関連性・テーマ・ストーリーによって一定のまとまり・群と

して捉えた「関連文化財群」という概念を提示しました。これによって、群を構成する複数の

文化財を総合的・一体的に保存・活用する枠組みを構築することができるようになります。ま

た、まとまりを持って扱うことで、未指定文化財についても構成要素としての価値付けが可能

となり、相互に結び付いた文化財の多面的な価値・魅力を明らかにすることができます。 

ストーリー仕立てにすることで、専門家ではない一般の人たちが「イメージ像」を描き易く

なり、文化財の保存・活用への理解が深まる効果を想定しています。これによって、所有者・

管理者だけでなく、住民らも積極的に関わる「地域総がかり」体制の構築へつなげ、さらに、

観光事業などに活かすことで「関係人口づくり」「交流人口づくり」を促すことを期待します。 

 

１-２ 関連文化財群の設定  

 

 第 2章と第 3章で先述した丹後国域の歴史文化の特徴「異界への扉、丹後国「港」」と与謝野

町域の歴史文化の特徴「阿蘇海と大江山とに囲まれて -海陸クロスロード-」や調査等で把握さ

れた文化財から、丹後国域並びに与謝野町域の歴史を俯瞰的に捉えることができるテーマで関

連文化財群を設定します。テーマによっては与謝野町外に所在する文化財を含むことで理解し

やすくなるものがありますので、文化財が所在する範囲の違いによって関連文化財群をア～ウ

の 3 タイプに分けて捉えます。 

 

ア 丹後国関連文化財群 

丹後は、和銅 6年（713）に丹波を分割して設定された地域区分で、今の行政範囲では、京丹

後市・伊根町・与謝野町・福知山市大江町・舞鶴市域に相当する範囲です。 

 本地域計画では旧国「丹後国」の範囲を歴史文化圏のまとまりとして捉え、丹後国域に所在

する関連した文化財群を【丹後国
たんごのこく

関連文化財群】とします。この広い範囲の文化財を対象とし

た関連文化財群に関しては、各文化財が所在する関係市町との協議で設定しました。また、活
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用では連携して取り組むものです。なお、一般向けの事業を実施していく中では、丹後国関連

文化財群を「丹後国
たんごのこく

歴史文化遺産」と表記することとも想定しています。 

 

イ 与謝野町関連文化財群 

 与謝野町内に所在する関連した文化財群を【与謝野町関連文化財群】とします。なお、一般

向けの事業を実施していく中では、与謝野町関連文化財群を「与謝野町歴史文化遺産」と表記

することとも想定しています。 

 

ウ 自治区関連文化財群 

 与謝野町内には 24 の自治区があります。自治区の範囲設定の基本が江戸時代の村の範囲で

ある場合が多いため、江戸時代の村範囲がほぼそのまま現在の自治区になっているケースがほ

とんどです。この伝統的な集団単位である自治区は、それぞれに歴史文化的な特徴を持ってい

ることが想定されます。そこで、１自治区域内ないし連接した複数の自治区域内に所在する関

連した文化財群を【自治区関連文化財群】とします。なお、一般向けの事業を実施していく中

では、自治区関連文化財群を「自治区歴史文化遺産」と表記することとも想定しています。 

また、本地域計画では自治区の枠組みの関連文化財群は設定していませんが、今後、各自治

区の意向を受けて、与謝野町と自治区の協働で自治区関連文化財群を作成し、地域の文化財の

保存・活用を推進します。 

 

１-３ 関連文化財群の概要と保存・活用に関する方針・措置  

 

 丹後国域における与謝野町域の歴史文化の特徴を踏まえ、下記の関連文化財群を設定します。 

 

歴史文化の特徴A  海路と交易港が生み出す政治経済 －丹後国交易海都－ 

・丹後国関連文化財群１  いにしえの王「原丹後王統譜」 

歴史文化の特徴B  鉄道がつなぎ・運ぶ、人・モノ・情報 

・丹後国関連文化財群２  丹後の鉄道と舞鶴軍港 

歴史文化の特徴C  町並みに息づく暮らしと産業 

・丹後国関連文化財群３  丹後ちりめん 300 年、絹が織りなす機屋文化 

・与謝野町関連文化財群１ 丹後与謝野の氏神祭、神輿渡御と屋台巡行 

歴史文化の特徴D  海原と湧き水と山並みが創造した伝説文学 －丹後と異界－ 

・丹後国関連文化財群４  丹後の鬼の伝承と異界の扉 

歴史文化の特徴 E  丹後の自然景観が創造した文学・芸術 

・丹後国関連文化財群５  名勝「天橋立」の美、心が語る文学・芸術 

・与謝野町関連文化財群２ 名峰「大江山」の裾野、蕪村が観た与謝の景観 
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■丹後国関連文化財群１  

 いにしえの王「原丹後王統譜」                                   

 

１ ストーリー概要 

 

日本国の誕生以前、日本列島内にはいくつかの地域国家が分立していました。その有力な地

域国家の一つが「タニハ」であり、その中核が丹後半島とその周辺を含む「原丹後」地域でし

た。原丹後の王墓の系譜は、弥生中期の紀元前 2世紀の日吉ヶ丘 1号墓（方形貼石墓）から弥

生時代後期の 1世紀の三坂
み さ か

神社 10号墓（台状墓
だいじょうぼ

）・ガラス釧の大風呂南 1号墓・赤坂今井墳丘

墓（方丘墓）に至り、さらに、古墳時代前期の 3・4世紀には、湧田山 1号墳（100m）で顕在

化し、その後、「日本海地域三大古墳」の蛭子山 1 号墳（145ｍ）・網野銚子山古墳（201ｍ）・

神明山古墳（190ｍ）の大型前方後円墳の造墓としてみることができます。その富の源泉は、朝

鮮半島地域からの「鉄」輸入交易であり、交易拠点の外航港「潟湖」の存在があります。原丹

後は、実に約500年間にわたり地域国家群の雄
ゆう

として日本国誕生の骨格を築いた地域なのです。 

 

２ 構成文化財一覧 

 

○京丹後市域 

（竹野郡（竹野川中下流域）） 

○1 竹野
た け の

遺跡（未指定・遺跡）、○2 奈具・奈具岡遺跡群（未指定・遺跡）、○3 大山
おおやま

墳墓群（未指定・遺跡）、

○4 坂野丘墓（未指定・遺跡）、○5 神明山古墳（国指定文化財・史跡）、○6 黒部銚子山古墳（京都府指定文

化財・史跡）、○7 ニゴレ古墳（未指定・遺跡）、○8 産土山
うぶすなやま

古墳（国指定文化財・史跡）、○9 願興寺
がんごうじ

古墳群

（未指定・遺跡）、○10枡
ます

塚古墳（未指定・遺跡）、○11大成
おおなる

古墳群（京丹後市指定文化財・史跡）、○12片山 1

号墳（京丹後市指定文化財・史跡）、○13高山古墳群（京都府指定文化財・史跡）、○14旧竹野潟湖（未指定・

名勝地）、○15依遅ケ尾山
い ち が お さ ん

（未指定・名勝地） 

（福田川流域） 

○16浅後
あ さ ご

谷
だに

南墓（未指定・遺跡）、○17網野銚子山古墳（国指定文化財・史跡）、○18小銚子古墳（国指定文化

財・史跡）、○19伝寛
かん

平
ぴょう

法皇古墳（未指定・遺跡）、○20大将軍
だいじょうご

遺跡（未指定・遺跡）、○21離湖
はなれこ

古墳（京丹後

市指定文化財・史跡）、○22岡古墳群（京丹後市指定文化財・史跡）、○23旧網野潟湖（未指定・名勝地）、○24離

湖（未指定・名勝地） 

（丹波郡（竹野川上中流域）） 

○25扇谷遺跡（京丹後市指定文化財・史跡）、○26途中ヶ丘遺跡（未指定・遺跡）、○27古殿遺跡（未指定・遺

跡）、○28三坂神社墳墓群（未指定・遺跡）、○29左坂墳墓群（未指定・遺跡）、○30伝比丘尼
び く に

屋敷
や し き

墓（未指定・

遺跡）、○31赤坂今井墳丘墓（国指定文化財・史跡）、○32大田南 2・5 号墳（未指定・遺跡）、○33湧田山 1

号墳（京都府指定文化財・史跡）、○34溝谷丸山古墳（未指定・遺跡）、○35八幡山古墳群（未指定・遺跡）、

○36カジヤ古墳（未指定・遺跡）、○37黒田 2号墳（未指定・遺跡）、○38新戸
し ん ど

古墳（京丹後市指定文化財・史

跡）、○39桃谷 1号墳（未指定・遺跡） 
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（熊野郡（川上谷川流域）） 

○40権現山古墳（未指定・遺跡）、○41島茶臼山古墳（未指定・遺跡）、○42岩ヶ鼻古墳（京丹後市指定文化財・

史跡）、○43平野古墳（未指定・遺跡）、○44湯舟坂
ゆふねざか

2号墳（京都府指定文化財・史跡）、○45須田古墳群（未指

定・遺跡）、○46久美浜潟湖（久美浜湾）（未指定・名勝地） 

 

○与謝野町域 

（与謝郡（阿蘇海北岸）） 

○47千原遺跡（未指定・遺跡）、○48難波野遺跡（未指定・遺跡）、○49大風呂南墳墓群（未指定・遺跡）、○50

岩滝丸山古墳（未指定・遺跡）、○51法王寺古墳（未指定・遺跡）、○52阿蘇潟湖（阿蘇海）（未指定・名勝

地） 

（野田川流域） 

○53温江遺跡（未指定・遺跡）、○54日吉ヶ丘遺跡（国指定文化財・史跡）、○55寺岡遺跡（未指定・遺跡）、○56

須代遺跡（未指定・遺跡）、○57明石大師山・愛宕山古墳群（国指定文化財・史跡）、○58温江丸山古墳（未

指定・遺跡）、○59温江大塚古墳（未指定・遺跡）、○60白米山古墳（国指定文化財・史跡）、○61蛭子山古墳

群（国指定文化財・史跡）、○62作山古墳群（国指定文化財・史跡）、○63鴫谷
しぎたに

東 1号墳（京都府指定文化財・

史跡）、○64後野円山
まるやま

1・2号墳（京都府指定文化財・史跡）、○65七面山
しちめんやま

古墳（未指定・遺跡）、○66休場
やすみば

西古

墳（未指定・遺跡）、○67 入谷
にゅうだに

古墳群（未指定・遺跡）、○68鞭
むち

谷
だに

5号墳（与謝野町指定文化財・史跡）、○69ヤ

ンダ古墳群（未指定・遺跡）、○70滝岡田古墳（京都府指定文化財・史跡）、○71小森山 1号墳（与謝野町指

定文化財・史跡）、○72金屋上司古墳（与謝野町指定文化財・史跡） 

 

○宮津市域 

（与謝郡（大手川流域）） 

○73波路
は じ

古墳（未指定・遺跡） 

 

○舞鶴市域 

（加佐郡（伊佐津川流域）） 

○74切山
きりやま

古墳（未指定・遺跡） 

 

１ ２ 

３ ４  

１ 日吉ヶ丘遺跡１号墓 

２ 大風呂南１号墓 

３ 赤坂今井墳丘墓 

４ 湧田山 1 号墳 
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図 21 構成文化財の分布（全体） 

 

  

図 22 構成文化財の分布（拡大図①）     図 23 構成文化財の分布図（拡大図②） 
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図 24 構成文化財の分布（拡大図③）      図 25 構成文化財の分布（拡大図④） 

 

 

３ 課題・方針  

 

 丹後国関連文化財群１「いにしえの王「原丹後王統譜」」を用いて、構成する文化財の価値を

ストーリー仕立てで伝えることによってその保存・活用を図ります。課題・方針は下記のとお

りです。 

 

【課 題】 

・構成文化財の国史跡蛭子山古墳群・国史跡作山古墳群や国史跡白米山古墳・京都府史跡滝岡

田古墳などの丹後国前史の当地域の姿を伝える古代遺跡を中心とした文化財の価値を共有す

るための情報発信と学ぶ場と活用が不足しています。また、これらを支える人材・組織も不

足しています。 

 

【基本方針】 

・丹後国以前の古代史の魅力を伝える情報発信と学ぶ場など「知る機会」の提供を推進し、保

存・活用を支える人材・組織を作り出します。 

  



109 

４ 措置  

 

丹後国関連文化財群１「いにしえの王「原丹後王統譜」」を利用した保存・活用のための措置

は下記のとおりです。 

 
57（再掲） 

事 業 名 案内板設置事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、国史跡蛭子山古墳群・国史跡作山古墳群や国史跡

白米山古墳・京都府史跡滝岡田古墳など遺跡・古墳近くの要所にルート案内板

を設置し、周遊性を高めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
59（再掲） 

事 業 名 ガイド情報誌作成事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、古墳マップなど見学用ガイド情報誌を作成しま

す。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  ２ 

３  ４ 

１ 網野銚子山古墳 

２ 神明山古墳 

３ 蛭子山 1 号墳 

４ 黒部銚子山古墳 



110 

77（再掲） 

事 業 名 講座・シンポジウム事業 

事業内容 

丹後国関連文化財群１「いにしえの王「原丹後王統譜」」のストーリーテーマに

沿った講座・シンポジウムを通じて、遺跡が示す当地域の歴史文化の基層を明

らかにします。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ○7  ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
82（再掲） 

事 業 名 現地周遊事業 

事業内容 

現地周遊事業を実施し、保存への理解を促します。また、原丹後王国物語の創

出に努めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京・

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ○7  ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
88（再掲） 

事 業 名 文化財保存活用人材「文化財思いびと」育成事業 

事業内容 

来訪者への説明員の養成を行いつつ、次のステップとして、自発的に疑問を持

ち、それを解明し、そのことを発信・伝える人材「文化財思いびと」の育成に

努めます。そのための手段の一つとして、「いにしえの王「原丹後王統譜」」現

地説明ができる人材育成を実施します。  

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ○6  ○7  ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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■丹後国関連文化財群２ 

 丹後の鉄道と舞鶴軍港                                           

 

１ ストーリー概要 

 

 明治 22 年（1889）に第４海軍区鎮守府
ちんじゅふ

を舞鶴に置くと定められたこと及び京都市への丹後

ちりめんの運搬手段対策から、丹後における鉄道建設の機運が高まり、官設・私設ともに数多

の敷設案が計画されました。当時の路線のうち、丹後を囲む官設２路線（舞鶴－豊岡間の宮津

線の一部、京都丹後鉄道宮
みや

舞
まい

線と宮
みや

豊
とよ

線）及び宮津と福知山を結ぶ官設１路線（京都丹後鉄道

宮
みや

福
ふく

線）が今も現役です。また、この時代の鉄道熱を象徴する動きとして、現在は廃線になっ

ていますが、大正から昭和にかけて、地元住民の出資による小規模な鉄道「加悦鉄道」「北丹
ほくたん

鉄

道」も敷設されました。 

 

２ 構成文化財一覧 

 

○舞鶴市 

○1 舞鶴旧鎮守府倉庫施設（国重要文化財・建造物）、○2 舞鶴旧鎮守府水道施設（国重要文化財・建造物）、

○3 舞鶴線（軍港引き込み線）北吸燧道（国登録文化財・建造物）、○4 京都丹後鉄道 由良川橋梁（未

指定・建造物）、○7 JR 西日本舞鶴線 伊佐津川橋梁（未指定・建造物）、○8 蒸気機関車 C58113（未指

定・歴史資料） 

 

○宮津市 

京都丹後鉄道 由良川橋梁（未指定・建造物） 

 

○福知山市 

○9 蒸気機関車C5856（未指定・歴史資料）、○10蒸気機関車C1140（未指定・歴史資料）、○11北丹鉄道 福

知山西駅跡（未指定・遺跡）、○12北丹鉄道 第一日藤隧道（未指定・建造物）、○13北丹鉄道 第二日藤隧

道（未指定・建造物） 

 

○与謝野町 

○5 京都丹後鉄道 野田川橋梁（未指定・建造物）、○6 京都丹後鉄道 水戸谷川橋梁（未指定・建造物）、

○14蒸気機関車 123号（旧加悦鉄道 2号）（国重要文化財・歴史資料）、○15蒸気機関車C160（未指定・

歴史資料）、○16木造客車ハブ 3（与謝野町指定文化財・歴史資料）、○17木造客車ハ 4995（与謝野町指定文

化財・歴史資料）、○18旧加悦鉄道加悦駅舎（与謝野町指定文化財・建造物）、○19旧加悦鉄道 20ｍ下路式

転車台跡（未指定・遺跡）、○20旧加悦鉄道廃線跡（未指定・遺跡）、○21日本冶金専用鉄道 大江山線跡

（未指定・遺跡）、○22日本冶金専用鉄道 大江山線野田川橋梁（未指定・建造物）、○23大江山鉱山 回転

乾燥炉煙突（未指定・建造物） 
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図 26 構成文化財の分布 

 

３ 課題・方針 

 

 丹後国関連文化財群２「丹後の鉄道と舞鶴軍港」を用いて、構成する文化財の価値をストー

リー仕立てで伝えることによってその保存・活用を図ります。課題・方針は下記のとおりです。 

 

【課 題】 

・構成文化財の旧加悦鉄道加悦駅舎・旧加悦鉄道廃線跡などの地方での鉄道敷設と近代化の様

子を伝える鉄道関係資料を中心とした文化財の価値を共有するための情報発信と学ぶ場と活

用が不足しています。また、これらを支える人材・組織も不足しています。 

 

【基本方針】 

・地方鉄道と近代化の足取りを伝える情報発信と学ぶ場など「知る機会」の提供を推進し、保

存・活用を支える人材・組織を作り出します。 
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４ 措置 

  

丹後国関連文化財群２「丹後の鉄道と舞鶴軍港」を利用した保存・活用のための措置は下記

のとおりです。 

 
57（再掲） 

事 業 名 案内板設置事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、旧加悦鉄道加悦駅舎や加悦伝統的建造物群保存地

区（通称、ちりめん街道）など要所にルート案内板を設置し、ちりめん街道と

の連動性と周遊性を高めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
59（再掲） 

事 業 名 ガイド情報誌作成事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、丹後の鉄道遺構など見学用ガイド情報誌を作成し

ます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
 
 
 
 

   

舞鶴旧鎮守府倉庫施設           丹鉄由良川橋梁              旧加悦駅舎と機関車 
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77（再掲） 

事 業 名 講座・シンポジウム事業 

事業内容 

丹後国関連文化財群２「丹後の鉄道と舞鶴軍港」のストーリーテーマに沿った

講座・シンポジウムを通じて、旧加悦鉄道が示す当地域の歴史文化の基層を明

らかにします。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ 5 ６ ７ ○8    

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
82（再掲） 

事 業 名 現地周遊事業 

事業内容 

現地周遊事業を実施し、保存への理解を促します。また、丹後の鉄道物語の創

出に努めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京・

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
88（再掲） 

事 業 名 文化財保存活用人材「文化財思いびと」育成事業 

事業内容 

来訪者への説明員の養成を行いつつ、次のステップとして、自発的に疑問を持

ち、それを解明し、そのことを発信・伝える人材「文化財思いびと」の育成に

努めます。そのための手段の一つとして、「丹後の鉄道と舞鶴軍港」の現地説明

ができる人材育成を実施します。  

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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■丹後国関連文化財群３  

 丹後ちりめん 300 年、絹が織りなす機
は た

屋
や

文化                       

 

１ ストーリー概要 

 

ガッチャン ガッチャンという機織
は た お

りの音、丹後は古くから織物の里です。特に絹織物は、正

倉院に伝わる奈良時代の「 絁
あしぎぬ

」、室町時代には都人の注文が相次いだ「丹後精好」、そして、

江戸時代には峰山の絹屋
き ぬ や

佐
さ

平治
へ い じ

・加悦谷の手米屋小右衛門
て ご め や こ え も ん

・山本屋佐兵衛らが京都西陣の技術

を習得して「丹後ちりめん織り」が始まります。丹後は、今も着物の生地の約６割を生産する

国内最大の絹織物産地です。そのしなやかで優れた染色性は、友禅染
ゆうぜんぞめ

などの着物の代表的な生地
き じ

として和装文化を支えてきました。 

丹後機屋の衣食住の空間は機
はた

を中心に営まれ、住宅と機場
は た ば

が一体の一般機屋、大きな資本の

織物工場、業界を取り仕切る商家建築、これらが相まって加悦伝統的建造物群保存地区（通称、

ちりめん街道）など丹後の町並みをなしています。明治時代以降は交通物流網の整備として鉄

道事業が進められ、各地で鉄道敷設要望運動が盛んでした。そうした中、加悦には国鉄が通ら

ず、大正 15 年（1926）、丹後ちりめんの富は、ついに 100％住民出資で加悦鉄道を開通させま

した。また、その富は、金刀比羅
こ と ひ ら

神社や天満神社、倭文神社などで伝統の氏神祭りとしても華

を咲かせました。300 年の絹織物産業が織りなした機屋文化は今も丹後人の暮らしの中に息づ

いています。 

 

２ 構成文化財一覧 

 

○織物技術 

○1 丹後ちりめん生地（未指定・工芸品）、○2 絹屋佐平治の奉納織物（禅定
ぜんじょう

寺）（京丹後市指定文化財・

歴史資料）、○3 八丁撚糸機（未指定・有形民俗文化財） 

 

○与謝野町域 

○4 加悦伝統的建造物群保存地区（通称、ちりめん街道）（国重伝建地区・伝統的建造物群）、○5 旧尾藤

家住宅（京都府指定文化財・建造物）、○6 杉本治助家住宅（国重伝建地区の特定物件・建造物）、○7 西山機

業場の工場群（国重伝建地区の特定物件・建造物）、○8 織物見本帖「橋立」（未指定・工芸品）、○9 下村五

郎助家住宅（国重伝建地区の特定物件・建造物）、○10下村与七郎家住宅（国重伝建地区の特定物件・建造

物）、○11旧加悦鉄道加悦駅舎（与謝野町指定文化財・建造物）、○12旧加悦町役場庁舎（京都府指定文化財・

建造物）、○13旧加悦鉄道 2号機関車（123号機関車）（国重要文化財・歴史資料）、○14後野の機屋の町

並み（未指定・伝統的建造物群）、○15三河内の機屋の町並み（未指定・伝統的建造物群）、○16石田の機屋

の町並み（未指定・伝統的建造物群）、○17岩滝の機屋の町並み（未指定・伝統的建造物群）、○18岩屋の機

屋工場（丹後ちりめん歴史館）（未指定・建造物）、○19天満神社本殿（京都府指定文化財・建造物）、○20

加悦・算所の神輿渡御・芸屋台巡行（未指定・無形民俗文化財）、○21後野愛宕神社本殿（与謝野町指定 

文化財・建造物）、○22後野の芸屋台巡行（京都府登録文化財「後野の屋台行事」・無形民俗文化財）、○23倭文
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神社本殿（建造物）、○24三河内曳山祭（京都府登録文化財「三河内の曳山行事」・無形民俗文化財）、○25丹

後ちりめん岩屋踊り（未指定・無形文化財）、○26丹後ばらずし（与謝野タイプ）（未指定・無形文化財）、

○27木綿屋六右衛門の墓碑（後野墓地）（未指定・工芸品）、○28手米屋小右衛門の墓碑（吉祥寺）（未

指定・工芸品）、○29山本屋佐兵衛の墓碑（中岡墓地）（未指定・工芸品）、○30織物始祖祭（未指定・無形

民俗文化財）、○31金色蚕糸神祭（実相寺）（未指定・無形民俗文化財）、○32丹後絽縮緬開始記念碑(未指

定・工芸品)、○33縮緬創業記念碑（未指定・工芸品）、○34千賀由吉翁顕功之記（未指定・工芸品）、○35真

名井純一顕彰碑（未指定・工芸品）、○36細井和喜蔵碑（未指定・工芸品）、○37縮緬機屋記録帳（三河内）

（未指定・古文書）、○38縮緬機屋記録帳（算所）（未指定・古文書）、○39杉本治助家文書（未指定・古文

書）、○40尾藤庄蔵家文書（未指定・古文書）、○41下村五郎助家文書（未指定・古文書） 

 

○京丹後市域 

○2 絹屋佐平治の奉納織物（京丹後市指定文化財・歴史資料）、○42吉村家住宅（未指定・建造物）、○43吉村

工場（未指定・建造物）、○44吉村家別荘（桜山荘）（未指定・建造物）、○45網野の機屋の町並み（未指定・

伝統的建造物群）、○46弥栄の機屋の町並み（未指定・伝統的建造物群）、○47金刀比羅神社本殿（未指定・

建造物）、○48金刀比羅神社の神輿渡御・屋台巡行（未指定・無形民俗文化財）、○49木島神社の狛猫（未

指定・工芸品）、○50網野神社境内社の蠶
こ

織
おり

神社本殿（国登録文化財・建造物）、○51丹後ばらずし（京丹

後タイプ）（未指定・無形文化財）、○52丹後ちりめん始祖 森田治郎兵衛翁発祥地（未指定・遺跡）、○53

森田治郎兵衛（絹屋佐平治）の墓碑（常立寺）(未指定・工芸品)、○54峯山藩主京極家墓所（常立寺）

（京都府指定文化財・史跡）、○55絁の碑(未指定・工芸品)、○56綿
めん

縮緬
ちりめん

祖 蒲田氏記念碑(未指定・工芸品)、

○57丹後縮緬国
こく

練
ねり

検査記念碑(未指定・工芸品)、○58丹後縮緬大会所跡(未指定・遺跡) 

 

   

丹後ちりめん生地              加悦伝統的建造物群保存地区    後野の機屋の町並み 

   

旧尾藤家住宅          旧尾藤家住宅の洋間        西山機業場の工場群 

   

旧加悦鉄道加悦駅舎と機関車     吉村家住宅                    吉村家別荘 
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図 27 構成文化財の分布（全体） 

 

図 28 構成文化財の分布（拡大図①） 
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図 29 構成文化財の分布（拡大図②） 

 

３ 課題・方針 

 

 丹後国関連文化財群３「丹後ちりめん 300年、絹が織りなす機屋文化」を用いて、構成する

文化財の価値をストーリー仕立てで伝えることによってその保存・活用を図ります。課題・方

針は下記のとおりです。 

 

【課 題】 

・構成文化財の与謝野町加悦伝統的建造物群保存地区・旧尾藤家住宅・氏神祭りなどの丹後ち

りめん絹織物産業の展開と当地域の近代の足取りを伝える文化財の価値を共有するための情

報発信と学ぶ場と活用が不足しています。また、これらを支える人材・組織も不足していま

す。 

 

【基本方針】 

・丹後ちりめん絹織物産業の展開と当地域の近代の足取りを伝える情報発信と学ぶ場など「知

る機会」の提供を推進し、保存・活用を支える人材・組織を作り出します。 
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４ 措置 

 

丹後国関連文化財群３「丹後ちりめん 300年、絹が織りなす機屋文化」を利用した保存・活

用のための措置は下記のとおりです。 

 
57（再掲） 

事 業 名 案内板設置事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、ちりめんの道の町並みなどの要所にルート案内板

を設置し、周遊性を高めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
59（再掲） 

事 業 名 ガイド情報誌作成事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、丹後ちりめん機屋文化マップなど見学用ガイド情

報誌を作成します。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 

１ ２ ３ ４ 

５ ６ 

 

１ 金刀比羅神社の神輿渡御 

２ 木島神社の狛猫 

３ 加悦・算所の神輿渡御 

４ 後野の芸屋台巡行 

５ 三河内曳山祭 

６ 丹後ばらずし 
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77（再掲） 

事 業 名 講座・シンポジウム事業 

事業内容 

丹後国関連文化財群３「丹後ちりめん 300年、絹が織りなす機屋文化」のスト

ーリーテーマに沿った講座・シンポジウムを通じて、織物産業が示す当地域の

歴史文化の基層を明らかにします。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
82（再掲） 

事 業 名 現地周遊事業 

事業内容 

現地周遊事業を実施し、保存への理解を促します。また、丹後ちりめん機屋物

語の創出に努めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京・

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
88（再掲） 

事 業 名 文化財保存活用人材「文化財思いびと」育成事業 

事業内容 

来訪者への説明員の養成を行いつつ、次のステップとして、自発的に疑問を持

ち、それを解明し、そのことを発信・伝える人材「文化財思いびと」の育成に

努めます。そのための手段の一つとして、「丹後ちりめん 300 年、絹が織りな

す機屋文化」の現地説明ができる人材育成を実施します。  

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ○6  ○7  ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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■与謝野町関連文化財群１  

 丹後与謝野の氏神祭、神輿渡御と屋台巡行                         

 

１ ストーリー概要 

 

日本の暮らしの中には氏神が息づいてきました。氏神は村落の人々の暮らしを守り支え、発

展させたいという人の願いの心が生み出した無形の存在です。そんな氏神に対して、氏子たち

は感謝と願いを込め、年ごとに祭りを行います。 

 丹後の氏神祭はたくさんの祭り屋台があることが特徴です。特に、与謝野町内の氏神祭は、

三河内祭の山屋台
やまやたい

、加悦谷祭の後野と加悦・算所の芸屋台、これら以外の地域でも多くの太鼓

屋台があります。後野の芸屋台での子供歌舞伎が華を添えています。与謝二ツ岩の担
かつ

ぎ屋台は

唯一現役の担ぎ屋台で、この地域の祭りが大正時代以降に一気に曳
ひ

き屋台となる以前の江戸・

明治時代の姿を伝えるものです。また、岩滝祭は 4 地区ともに神輿の渡御があり、神輿祭の風

体が特徴となっています。毎年春、与謝野町は「祭りの町」となります。 

 

２ 構成文化財一覧 

 

○氏神の春例祭の民俗芸能 

○1 板列稲荷神社の春例祭の民俗芸能（与謝野町指定文化財「岩滝の獅子神楽」・無形民俗文化財）、○2 木積
こ づ み

神社の春例祭の民俗芸能（京都府登録文化財「木積神社祭の神楽、太刀振、笹ばやし」・無形民俗文化財）、

○3 板列八幡神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○4 大宮神社の春例祭の民俗芸能

（未指定・無形民俗文化財）、○5 物部神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○6 稲﨑
いなさき

神社

の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○7 大命
おおめい

神社の春例祭の民俗芸能（与謝野町指定文化

財「大命神社の笹ばやし」・無形民俗文化財）、○8 多田
た だ

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、

○9 明境
あけさい

神社・小聖
こひじり

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○10苦無
く な し

神社・弥
み

刀
と

神社の春

例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○11倭文神社の春例祭の民俗芸能（京都府登録文化財「三

河内の曳山行事」・無形民俗文化財）、○12八幡
はちまん

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○13深田
ふ か た

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○14阿
あ

知
ち

江
え

石
いそ

部
べ

神社の春例祭の民俗芸能（未指

定・無形民俗文化財）、○15天満神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○16愛宕神社の春例

祭の民俗芸能（京都府登録文化財「後野の屋台行事」・無形民俗文化財）、○17一宮神社・七
しち

谷
たに

神社・二宮

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○18大虫神社・小虫
こ む し

神社の春例祭の民俗芸能

（未指定・無形民俗文化財）、○19日吉神社・須代神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、

○20山添神社・愛宕神社・三谷
み た に

神社・一之坂神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○21

国
くに

守
もり

神社・長宮
ながみや

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○22柴神社・二ツ岩神社の春例

祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○23上宮
かみみや

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、

○24下宮
しもみや

神社・武
たけ

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○25宇
う

豆
す

貴
ぎ

神社の春例祭の民俗

芸能（未指定・無形民俗文化財）、○26菊部
き く べ

神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○27畠中
はたなか
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神社の春例祭の民俗芸能（未指定・無形民俗文化財）、○28鎌倉神社・厳島
いつくしま

神社の春例祭の民俗芸能

（未指定・無形民俗文化財） 

 

○その他 

○29岩滝大名行列(未指定・無形民俗文化財)、○30丹後ばらずし（与謝野タイプ）（未指定・無形文化財）、

○31与謝野〆うどん（未指定・無形文化財） 

 

 

図 30 構成文化財の分布  
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３ 課題・方針 

 

 与謝野町関連文化財群１「丹後与謝野の氏神祭、神輿渡御と屋台巡行」を用いて、構成する

文化財の価値をストーリー仕立てで伝えることによってその保存・活用を図ります。課題・方

針は下記のとおりです。 

 

【課 題】 

・構成文化財の天満神社氏神祭など与謝野町内の氏神祭は、山と屋台の巡行・神輿の渡御・神

楽舞・太刀振り・笹囃子など豊富な民俗芸能として丹後ちりめん絹織物産業の富が花開いた

もので、その文化財の価値を共有するための情報発信と学ぶ場と活用が不足しています。ま

た、これらを支える人材・組織も不足しています。 

 

【基本方針】 

・丹後ちりめん絹織物産業の富が花開いた氏神祭の山と屋台の巡行・神輿の渡御・神楽舞・太

刀振り・笹囃子など豊富な民俗芸能の情報発信と学ぶ場など「知る機会」の提供を推進し、

保存・活用を支える人材・組織を作り出します。 

 

 

４ 措置 

  

与謝野町関連文化財群１「丹後与謝野の氏神祭、神輿渡御と屋台巡行」を利用した保存・活

用のための措置を下記のとおりとします。 

 

57（再掲） 

事 業 名 案内板設置事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、各地区の公民館などの要所にルート案内板を設置

し、周遊性を高めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ○7  ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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59（再掲） 

事 業 名 ガイド情報誌作成事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、祭りマップなど見学用ガイド情報誌を作成しま

す。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
77（再掲） 

事 業 名 講座・シンポジウム事業 

事業内容 

与謝野町関連文化財群１「丹後与謝野の氏神祭、神輿渡御と屋台巡行」のスト

ーリーテーマに沿った講座・シンポジウムを通じて、氏神祭が示す当地域の歴

史文化の基層を明らかにします。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
82（再掲） 

事 業 名 現地周遊事業 

事業内容 

現地周遊事業を実施し、保存への理解を促します。また、与謝野の氏神祭り物

語の創出に努めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京・

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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88（再掲） 

事 業 名 文化財保存活用人材「文化財思いびと」育成事業 

事業内容 

来訪者への説明員の養成を行いつつ、次のステップとして、自発的に疑問を持

ち、それを解明し、そのことを発信・伝える人材「文化財思いびと」の育成に

努めます。そのための手段の一つとして、「丹後与謝野の氏神祭、神輿渡御と屋

台巡行」の現地説明ができる人材育成を実施します。   

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ○6  ○7  ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 

    

岩滝連合区                                         男山区    弓木区      石田区       

    

石川区                         下山田区                  上山田区    三河内区 

     

四辻区                     幾地区      岩屋区                    加悦区・算所区      

    

加悦奥区    後野区      温江区                    明石区                     

    

香河区               金屋区     与謝区                    滝区 
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■丹後国関連文化財群４  

 丹後の鬼の伝承と異界の扉                                       

 

１ ストーリー概要 

 

丹後には大江山には、源頼光の酒呑
しゅてん

童子
ど う じ

退治や麻呂子
ま ろ こ

皇子
お う じ

の鬼退治の伝承があります。これ

らは京の都からみた鬼の棲
す

む辺境
へんきょう

の地・丹後、という視点でみると単なるおとぎ話になってし

まいます。しかしそうではなく、鬼退治の舞台が丹後であり、鬼の所業が都にとって看過でき

ないほど重大なこととして捉えられているという視点で読み解いた時、丹後という地の重要性

が浮かび上がってきます。鬼とは何でしょうか。鬼退治に向かった源頼光
みなもとらいこう

が修験者の姿をし

ているのは何故でしょうか。何故、聖徳太子の異母弟の麻呂子皇子が鬼退治をしたのでしょう

か。これらの疑問を紐解くキーワードに境界というものがあります。境界とは、交通の要衝で

もあり、人々が往来し、富や技術などが集積する地点で、丹後もそういう場所で、違う世界に

通じるところと考えられていました。つまり、丹後への風土観念が持つ「異界に近い境界性」

が鬼退治伝承の物語を大きく育てたのでしょう。 

 

２ 構成文化財一覧 

 

○与謝野町域 

○1 大江山連峰（未指定・名勝地）、○2 鬼の岩屋（未指定・名勝地）、○3 池ヶ
い け が

成
なる

公園(未指定・名勝地)、○4

二ツ岩（未指定・名勝地）、○5 大虫神社本殿（未指定・建造物）、○6 施薬寺本堂（未指定・建造物） 

○福知山市域 

○1 大江山連峰（未指定・名勝地）、○8 清園寺
せいおんじ

本堂（未指定・建造物）、○16如来院本堂（未指定・建造物）、

○19鬼嶽稲荷神社本殿（未指定・建造物） 

○京丹後市域 

○9 元興寺跡／願興寺跡（未指定・遺跡）、○10神宮寺跡（未指定・遺跡）、○11等楽寺
とうらくじ

本堂（未指定・建造

物）、○12成願寺
じょうがんじ

跡（未指定・遺跡）、○15円頓寺
えんとんじ

本堂（未指定・建造物）、○17美多良志
み た ら し

荒神
こうじん

本殿（未指定・

建造物）、○18末社斎 宮
いつきのみや

神社本殿（竹野神社）（京都府登録文化財・建造物）、○20間人
た い ざ

海岸（未指定・名

勝地）、○21熊野神社本殿（未指定・建造物）、○22熊野新宮神社本殿（未指定・建造物）、○23熊野若宮三社

神社本殿（未指定・建造物） 

○宮津市域 

○1 大江山連峰（未指定・名勝地）、○7 成相寺旧境内（国指定・史跡）、○14成願寺本堂（未指定・建造物） 

○舞鶴市域 

○13多禰寺
た ね じ

本堂（未指定・建造物） 
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図 31 構成文化財の分布 

 

 

３ 課題・方針 

 

 丹後国関連文化財群４「丹後の鬼の伝承と異界の扉」を用いて、構成する文化財の価値をス

トーリー仕立てで伝えることによってその保存・活用を図ります。課題・方針は下記のとおり

です。 

 

【課 題】 

・構成文化財の大虫神社本殿・二ツ岩などの大江山の鬼伝承を伝える文化財の価値を共有する

ための情報発信と学ぶ場と活用が不足しています。また、これらを支える人材・組織も不足

しています。 

 

【基本方針】 

・大江山の鬼と異界性の情報発信と学ぶ場など「知る機会」の提供を推進し、保存・活用を支

える人材・組織を作り出します。 
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４ 措置 

  

丹後国関連文化財群４「丹後の鬼の伝承と異界の扉」を利用した保存・活用のための措置は

下記のとおりです。 

 
57（再掲） 

事 業 名 案内板設置事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、大虫神社本殿・二ツ岩など伝承関係地近くの要所

にルート案内板を設置し、周遊性を高めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
59（再掲） 

事 業 名 ガイド情報誌作成事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、鬼伝承地マップなど見学用ガイド情報誌を作成し

ます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ 6 ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 

１ ２ ３ 

４ ５ 

１ 大江山連峰 

２ 鬼の岩屋 

３ 大虫神社 

４ 二ツ岩 

５ 間人海岸（立岩） 
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77（再掲） 

事 業 名 講座・シンポジウム事業 

事業内容 

丹後国関連文化財群４「丹後の鬼の伝承と異界の扉」のストーリーテーマに沿

った講座・シンポジウムを通じて、鬼伝承が示す当地域の歴史文化の特徴の基

層を明らかにします。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
82（再掲） 

事 業 名 現地周遊事業 

事業内容 

現地周遊事業を実施し、保存への理解を促します。また、鬼の国物語の創出に

努めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京・

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
88（再掲） 

事 業 名 文化財保存活用人材「文化財思いびと」育成事業 

事業内容 

来訪者への説明員の養成を行いつつ、次のステップとして、自発的に疑問を持

ち、それを解明し、そのことを発信・伝える人材「文化財思いびと」の育成に

努めます。そのための手段の一つとして、「丹後の鬼の伝承と異界の扉」の現

地説明ができる人材育成を実施します。  

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ 5 ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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■丹後国関連文化財群５  

 名勝「天橋立」の美、心が語る文学・芸術                         

 

１ ストーリー概要 

 

浅瀬の海を区切る一筋の白砂
はくしゃ

青松
せいしょう

。その摩訶
ま か

不思議な天橋立の景観は、古来より、難波野遺

跡のように祭祀の舞台となり、成相寺や籠
この

神社、智恩寺
ち お ん じ

など多くの寺社を作り、宗教的空間と

政治的空間が融合する文化景観となりました。江戸時代には日本三景の一つとされ、現在では

「飛
ひ

龍
りゅう

観
かん

」「一
いち

字
じ

観
かん

」「昇
しょう

龍
りゅう

観
かん

」「斜め一文
いちもん

字
じ

」「雪
せっ

舟
しゅう

観
かん

」「天平
てんぴょう

観
かん

」などと命名され、様々

な眺望地が整えられています。そして、丹後国
たんごのくに

風土記
ふ ど き

逸
いつ

文
ぶん

「天椅立」や雪舟「天橋立図」、小
こ

式
しき

部
ぶ

内侍
な い し

や与謝野鉄幹・晶子らの作品など数多くの絵画・短詩を創り出し、文学・芸術の創作意

欲を刺激されずにはいられない心の景観として人々を創造の世界へといざなっています。 

 

２ 構成文化財一覧 

 

○宮津市域 

（天橋立） 

○1 天橋立（特別名勝）、○2 雪舟筆「天橋立図」（国宝・絵画）、○3 天橋立神社本殿（未指定・建造物）、

○4 磯
いそ

清水
し み ず

（未指定・名勝地）、○5 阿蘇海（未指定・名勝地）、○6 宮津湾（未指定・名勝地）、○7 与謝蕪村句

碑（未指定・工芸品）、○8 与謝野鉄幹・晶子歌碑（未指定・工芸品） 

（阿蘇海北岸（府中）） 

○9 難波野遺跡（未指定・遺跡）、○10真名井神社（未指定・遺跡）、○11真名井神社本殿（京都府指定文化財・

建造物）、○12真名井川（未指定・名勝地）、○13籠神社（未指定・遺跡）、○14籠神社本殿（京都府指定文化財・

建造物）、○15末社恵比寿
え び す

神社本殿（京都府指定文化財の附・建造物）、○16籠神社石造狛犬（国重要文化財・

彫刻）、○17 麓
ふもと

神社本殿（未指定・建造物）、○18江之姫
え の ひ め

神社本殿（未指定・建造物）、○19天神神社本殿（未

指定・建造物）、○20成相山（未指定・名勝地）、○21成相寺（未指定・遺跡）、○22成相寺本堂（京都府指定文

化財・建造物）、○23成相寺鎮守堂（京都府指定文化財・建造物）、○23成相寺鐘楼（宮津市指定文化財「梵鐘」・

工芸品）、○25成相寺鉄
てつ

湯船
ゆ ぶ ね

（国重要文化財・工芸品）、○26成相寺板碑
い た び

群（宮津市指定文化財・有形民俗文化

財）、○27成相寺旧境内（国指定文化財・史跡）、○28成相寺のタブノキ（京都府指定文化財・天然記念物）、

○29成相寺の逆
さか

スギ（宮津市指定文化財・天然記念物）、○30成相寺奥の院（未指定・遺跡）、○31成相寺参詣

道（未指定・遺跡）、○32大谷寺本堂（未指定・建造物）、○33慈光寺本堂（未指定・建造物）、○34丹後国分

寺跡（国指定文化財・史跡）、○35国分寺本堂（未指定・建造物）、○36飯
いい

役
やく

社
しゃ

（未指定・建造物）、○37府中の

町並み（未指定・伝統的建造物群）、○38溝尻の舟屋（未指定・伝統的建造物群）、○39傘松公園（斜め一文

字、昇龍観）（未指定・名勝地）、○40成相山山頂展望台（未指定・名勝地） 

 

○与謝野町域 

（天橋立） 

○5 阿蘇海（未指定・名勝地） 
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（阿蘇海北岸） 

○41板列八幡神社本殿（京都府暫定登録文化財・建造物）、○42落合尚文・与謝野鉄幹・晶子歌碑（未指

定・工芸品）、○43男山の町並み（未指定・伝統的建造物群）、○44大内峠（一字観）（未指定・名勝地）、○45

蝶夢
ちょうむ

句碑（未指定・工芸品）、○46与謝野鉄幹・晶子歌碑（未指定・工芸品）、○47 河東
かわひがし

碧梧桐
へきごとう

句碑（未指

定・工芸品）、○48岩滝の町並み（未指定・伝統的建造物群） 

 

○宮津市域 

（阿蘇海南岸（文殊）） 

○49智恩寺（未指定・遺跡）、○50智恩寺多宝塔
たほうとう

（国重要文化財・建造物）、○51智恩寺三門
さんもん

（京都府指定文化

財・建造物）、○52智恩寺文殊堂（京都府指定文化財・建造物）、○53智恩寺石造宝篋印塔
ほうきょういんとう

（宮津市指定文化

財・建造物）、○54智恩寺鉄湯船（国重要文化財・工芸品）、○55智恩寺石造地蔵菩薩立像（宮津市指定文化

財・彫刻）、○56智恩寺「対潮庵」跡（悠龍観）（未指定・名勝地）、○57三角五輪塔（宮津市指定文化財・

建造物）、○58 保昌
ほうしょう

塚
づか

（未指定・遺跡）、○59涙ヶ
なみだが

磯
いそ

（未指定・名勝地）、○60玄妙遊園（飛龍観）（未指定・名

勝地）、○61桜山展望所（未指定・名勝地）、○62昭和天皇御製歌碑（未指定・工芸品）、○63大天橋・小天橋

（未指定・建造物）、○64智恩寺門前町（未指定・伝統的建造物群） 

（宮津湾東岸（栗田半島）） 

○65雪舟観展望所（未指定・名勝地） 

 

○舞鶴市域・伊根町域 

（若狭湾とその沿岸） 

○66 冠
かんむり

島
じま

・沓
くつ

島
じま

（未指定・名勝地）、○67宇
う

良
ら

神社本殿（国登録文化財・建造物）、○68新井崎
に い ざ き

神社本殿（未

指定・建造物） 

 

１ ２ ３ 

４ ５ 

６ ７ ８ ９ 

１ 文殊側からの天橋立 

２ 府中側からの天橋立 

３ 栗田半島からの天橋立 

４ 大内峠からの天橋立 

５ 国分寺跡からの天橋立 

６ 河東碧梧桐句碑 

７ 蝶夢句碑 

８ 与謝野鉄幹・晶子歌碑 

９ 落合尚文・与謝野鉄幹・晶子

歌碑 
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図 32 構成文化財の分布（広域①） 

 

図 33 構成文化財の分布（広域②） 
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図 34 構成文化財の分布拡大図（北側：府中）           図 35 構成文化財の分布 

（拡大図（南側：文殊）） 

 

 

３ 課題・方針 

 

 丹後国関連文化財群５「名勝「天橋立」の美、心が語る文学・芸術」を用いて、構成する文

化財の価値をストーリー仕立てで伝えることによってその保存・活用を図ります。課題・方針

は下記のとおりです。 

 

【課 題】 

・構成文化財の一字観公園などの天橋立を愛でる景観地にある文化財の価値を共有し、世界遺

産の登録を目指す上でも、情報発信と学ぶ場と活用が不足しています。また、これらを支え

る人材・組織も不足しています。 

 

【基本方針】 

・京都府・宮津市と連携し、天橋立の景観地の情報発信と学ぶ場など「知る機会」の提供等さ

まざまな取り組みを推進し、保存・活用を支える人材・組織を作り出します。 
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４ 措置 

 

丹後国関連文化財群５「名勝「天橋立」の美、心が語る文学・芸術」を利用した保存・活用

のための措置は下記のとおりです。 

 
57（再掲） 

事 業 名 案内板設置事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、一字観公園などの要所にルート案内板を設置し、

周遊性を高めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
59（再掲） 

事 業 名 ガイド情報誌作成事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、天橋立を愛でるスポット見学用ガイド情報誌を作

成します。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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77（再掲） 

事 業 名 講座・シンポジウム事業 

事業内容 

丹後国関連文化財群５「名勝「天橋立」の美、心が語る文学・芸術」のストー

リーテーマに沿った講座・シンポジウムを通じて、天橋立景観が示す当地域の

歴史文化の基層を明らかにします。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ○7  ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
82（再掲） 

事 業 名 現地周遊事業 

事業内容 

現地周遊事業を実施し、保存への理解を促します。また、「天橋立と心」の創出

に努めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京・

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
88（再掲） 

事 業 名 文化財保存活用人材「文化財思いびと」育成事業 

事業内容 

来訪者への説明員の養成を行いつつ、次のステップとして、自発的に疑問を持

ち、それを解明し、そのことを発信・伝える人材「文化財思いびと」の育成に

努めます。そのための手段の一つとして、「名勝「天橋立」の美、心が語る文

学・芸術」の現地説明ができる人材育成を実施します。  

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ○7  ８   

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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■与謝野町関連文化財群２  

 名峰「大江山」の裾野、蕪村が観た与謝の景観                     

 

１ ストーリー概要 

 

なだらかな稜線の連なりが単独峰にはない美しさをもつ大江山連峰。丹後半島を区切るこの

連峰は与謝峠からの加悦谷平野の眺望をも生み出すと同時に、その奥にある仙境
せんきょう

としての天

橋立や浦島伝説の残る伊根へと至る道中の門として立ちはだかり、鬼退治伝説が生まれるなど、

さまざまな文学的イメージを醸成しました。江戸時代にこの地を訪れた蕪村は多くの絵画作品

を残し、また大江山に取材した俳句作品を後年に至るまで残しています。近世・近代には蕪村

来訪以降も富岡鉄斎や与謝野鉄幹・晶子
あ き こ

などさまざまな文人
ぶんじん

・墨客
ぼっきゃく

が訪れ、大江山とその裾野

にひろがる風光を文学的・芸術的源泉として自作品に昇華しています。大江山の山容や自然、

そして裾野に広がる景観は、この地を訪れた文人たちが抱かずにはいられなかった創作意欲の

源を今日に至るまで保っており、現代の歌枕
うたまくら

として生き続けています。 

 

２ 構成文化財一覧 

 

○大江山 

○1 大江山連峰（未指定・名勝地）、○2 鬼の岩屋（未指定・名勝地）、○3 与謝峠からみた加悦谷の景観（未

指定・文化的景観）、○4 温江の景観（未指定・文化的景観）、○5 礼厳法師追念碑（未指定・工芸品）、○6 与

謝野鉄幹歌碑（未指定・工芸品）、○7 鉄幹色紙「飛ぶ雲に～」（未指定・書跡）、○8 鉄幹掛軸「雲早し

～」（未指定・書跡）、○9 晶子「大江山詠草六首屏風」（未指定・書跡）、○10晶子掛軸「小半日～」（未

指定・書跡）、○11温江妙見堂俳額（京都府暫定登録文化財・歴史資料）、○12柴神社俳額（京都府暫定登録文

化財・歴史資料）、○13下宮神社俳額（京都府暫定登録文化財・歴史資料）、○14和泉式部の和歌「まちびと

は～」（未指定・歴史資料）、○15光俊朝臣の和歌「はるがすみ～」（未指定・歴史資料） 

○野田川 

○16野田川（未指定・名勝地）、○17与謝蕪村句碑「夏河を～」（未指定・工芸品）、○18野田川のサケの遡

上（未指定・動物） 

○町並み 

○19加悦伝統的建造物群保存地区（通称、ちりめん街道）（重要伝統的建造物群保存地区・伝統的建造物

群）、○20旧尾藤家住宅（京都府指定文化財・建造物）、○21尾藤家住宅襖絵群（与謝野町指定文化財・絵画）、

○22鉄斎の硯
すずり

と墨（未指定・工芸品）、○23鉄斎筆「白雲双肩・煙波世界」（未指定・絵画） 

○蕪村 

○24施薬寺本堂（未指定・建造物）、○25蕪村筆「紙本墨書 方士求不死薬図」（京都府指定文化財・絵画）、

○26蕪村筆「山水花鳥人物図」（未指定・絵画）、○27蕪村筆「天橋図賛」（未指定・絵画）、○28蕪村筆「三

つの朝自画賛」（未指定・絵画）、○29蕪村筆「白拍子自画賛」（未指定・絵画） 
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図 36 構成文化財の分布 

 

 

３ 課題・方針 

 

 与謝野町関連文化財群２「名峰「大江山」の裾野、蕪村が観た与謝の景観」を用いて、構成

する文化財の価値をストーリー仕立てで伝えることによってその保存・活用を図ります。課題・

方針は下記のとおりです。 

 

【課 題】 

・構成文化財の大江山連峰と加悦谷の景観とこれらに関する短詩文学作品などの文化財の価値

を共有するための情報発信と学ぶ場と活用が不足しています。また、これらを支える人材・

組織も不足しています。 

 

【基本方針】 

・大江山連峰と加悦谷の景観とこれらに関する短詩文学作品などの情報発信と学ぶ場など「知

る機会」の提供を推進し、保存・活用を支える人材・組織を作り出します。 

 

 

   

大江山連峰              与謝峠からみた加悦谷の景観            温江の景観 
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４ 措置 

  

与謝野町関連文化財群２「名峰「大江山」の裾野、蕪村が観た与謝の景観」を利用した保存・

活用のための措置は下記のとおりです。 

 
57（再掲） 

事 業 名 案内板設置事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、加悦伝統的建造物群保存地区（通称、ちりめん街

道）などの要所にルート案内板を設置し、周遊性を高めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ７ ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
59（再掲） 

事 業 名 ガイド情報誌作成事業 

事業内容 

来訪者の便宜を図るために、大江山連峰を愛でるスポット見学用ガイド情報誌

を作成します。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ○7  ８   

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  
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77（再掲） 

事 業 名 講座・シンポジウム事業 

事業内容 

与謝野町関連文化財群２「名峰「大江山」の裾野、蕪村が観た与謝の景観」の

ストーリーテーマに沿った講座・シンポジウムを通じて、当地域の大江山連峰

景観による創作活動が示す当地域の歴史文化の基層を明らかにします。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
82（再掲） 

事 業 名 現地周遊事業 

事業内容 

現地周遊事業を実施し、保存への理解を促します。また、「大江山連峰と心」の

創出に努めます。 

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京・

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） 次期以降の計画で実施   

取組主体 行政 ◎ 専門家  団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 
88（再掲） 

事 業 名 文化財保存活用人材「文化財思いびと」育成事業 

事業内容 

来訪者への説明員の養成を行いつつ、次のステップとして、自発的に疑問を持

ち、それを解明し、そのことを発信・伝える人材「文化財思いびと」の育成に

努めます。そのための手段の一つとして、「名峰「大江山」の裾野、蕪村が観た

与謝の景観」の現地説明ができる人材育成を実施します。  

・庁内連携：観光行政部署 

・広域連携：京丹後市・伊根町・宮津市・舞鶴市・福知山市の文化財部署や京

都府や海の京都DMO 

・財源：京都府連携交付金の利用を検討します。 

事業期間（年度/令和） ４ ５ ６ ○7  ○8    

取組主体 行政 ◎ 専門家 ○ 団体  町民    

財  源 与謝野町 ◎ 京都府 ○ 国  民間自費  寄付他  

 


